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山
形
東
亜
D
K
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株
式
会
社

I
o
T
の
活
用
に
よ
り

遠
隔
監
視
・
制
御
可
能
と
し
た

畜
産
排
水
処
理
監
視
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
商
品
化

「
曝
気
（
ば
っ
き
）」
で
、
曝
気
処
理
の

基
準
と
な
る
の
が
、
B
O
D
（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
）
値
で
す
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
を
把
握
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
経
験
や
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
一

定
間
隔
の
運
転
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
排
水
の
水
質
に
連
動
し
た

精
密
な
曝
気
制
御
を
行
う
こ
と
は
困

難
で
、
過
剰
な
曝
気
に
よ
る
電
力
コ

ス
ト
な
ど
も
課
題
で
し
た
。

実
証
実
験
の
積
み
重
ね
で

高
め
た
精
度

遠
隔
監
視
・
抜
気
制
御
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
従
来
5
日
間
程
度

か
か
っ
て
い
た
B
O
D
値
の
測
定
を

6
時
間
程
度
に
短
縮
す
る
技
術
を
開

発
。
水
質
の
汚
染
程
度
に
よ
っ
て
自

動
的
に
曝
気
作
業
を
行
え
る
よ
う
な

自
動
制
御
の
仕
組
み
も
整
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
放

流
水
の
水
質
状
態
を
可
視
化
す
る
技

術
を
備
え
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

デ
ー
タ
取
得
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

開
発
段
階
で
特
に
注
力
し
た
の
が

農
場
で
の
実
証
実
験
で
す
。
多
く
の

農
場
か
ら
現
場
の
課
題
を
聞
き
取
り
、

シ
ス
テ
ム
の
改
善
へ
と
つ
な
げ
ま
し

た
。
そ
の
膨
大
な
デ
ー
タ
の
整
理
に

は
時
間
を
要
し
た
も
の
の
、
ユ
ー

ザ
ー
側
の
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
、
本

当
に
必
要
な
設
備
や
機
能
の
追
加
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

食
料
や
農
業
の
研
究
開
発
を
行
う

農
研
機
構
と
共
に
開
発
を
進
め
、
シ

ス
テ
ム
の
開
発
〜
実
装
ま
で
は
山
形

東
亜
D
K
K
が
担
当
。
企
画
開
発

か
ら
商
品
化
ま
で
4
年
の
歳
月
を
要

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
開
発
工
期
は

2
年
程
度
。
国
主
導
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
費
」
制
度
を
利
用
（
人

件
費
除
く
）
し
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

水
質
の
可
視
化
が
生
ん
だ

農
場
主
の
心
境
の
変
化

B
O
D
値
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
農
場
主
の
「
水
質
の
汚
れ
へ

の
意
識
向
上
」
に
つ
な
が
っ
た
と
い

い
ま
す
。
I
o
T
の
技
術
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
水
質
の
状

況
が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
の

意
識
に
も
変
化
を
与
え
た
好
事
例
と

い
え
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
排
水

基
準
の
厳
格
化
に
も
一
連
の
設
備
を

使
用
す
れ
ば
、
対
応
可
能
。

山
形
東
亜
D
K
K
で
は
、
畜
産
業

界
で
定
性
的
に
行
わ
れ
て
い
る
餌
や

健
康
状
態
の
管
理
と
い
っ
た
部
分
を

I
o
T
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

畜
産
業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

遠
隔
監
視
・
制
御
の

開
発
背
景

新
庄
市
を
拠
点
と
す
る
山
形
東
亜

Ｄ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社
は
、
東
亜
Ｄ
Ｋ
Ｋ

グ
ル
ー
プ
の
生
産
拠
点
の
１
つ
に
あ

た
り
、
主
に
水
質
・
大
気
分
析
の
計

測
器
の
開
発
、製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
社
が
開
発
し
「
T
O
H

O
K
U
D
X
大
賞
」
優
秀
賞
の
受

賞
に
至
っ
た
製
品
が
「
畜
産
排
水
処

理
監
視
シ
ス
テ
ム
」。
畜
産
業
の
中
で

も
養
豚
場
で
の
排
水
処
理
の
業
務
効

率
化
に
焦
点
を
あ
て
た
製
品
で
す
。

養
豚
場
な
ど
か
ら
出
た
排
水
は
、

河
川
に
流
す
際
、
排
水
処
理
を
行
い

放
流
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
厳
格

な
水
質
基
準
の
も
と
必
要
な
の
が

BOD値測定の大幅短縮化と、IoTを活用した、

遠隔監視・制御システムの開発が実現

デバイス機器からの遠隔操作で
迅速な排水処理が可能に

担
当
者

三
原
新
也
氏

水
口
人
史
氏
／
伊
藤
和
紀
氏
／
柿
崎
伸
也
氏

荒
木
英
文
氏
／
松
井
敏
也
氏
／
栗
田
ユ
カ
リ
氏

／
岸
大
輔
氏

受
賞
者

受
賞
件
名

東亜ディーケーケー株式会社の関連会社とし
て、1990年に設立。水質管理、環境大気機
測定装置など「地球に優しいテクノロジー」
を掲げ、製品の開発から製造までを行う。地
元山形大学との産学連携のほか、自社製品の
開発も積極的に取り組んでいる。

山形東亜DKK
株式会社とは

商　　号：山形東亜DKK株式会社
設　　立：1990年 10月
従業員数：121名
事業内容： プロセス用分析計・大気用分析計・水質用分

析計・分析計用電極・プリント基板の開発、
製造、販売

会社概要

山形東亜DKK株式会社
〒996-0053
山形県新庄市大字福田字福田山711番地 109
T E L：0233-23-5011
F A X：0233-23-5010
E-mail：bod@y-dkk.com
U R L：http://www.y-dkk.com/

お問い合わせ先

有機物を分解する際に電流を
発生させる「発電細菌」を利用

BOD値データはスマートートフォン
などのデバイス機器から確ら確認可能

曝気運転状態や処理施設の水質も質も
常時確認が可能

受賞のポイント

● 計測に 5日間かかっていたBOD値を 6時間で計測可能に
●デバイス機器を通して、遠隔監視・制御といった排水管理が実現

受賞理由

1
POINT

2
POINT

3
POINT

山形東亜DKK株式会社

開発担当者（前列左から岸氏、伊藤氏、松井氏、後列
左から柿崎氏、栗田氏、荒木氏）

BOD監視システムWEBの実際の画面

沖縄での実証実験の様子
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